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出来形測定において不可視部分の出来形が写真で的確に判断できる 主たる工種がなく多工種なため採点が困難な場合は、主任監督員と同様に最大３工種に
絞って評定する。
ばらつきの判断は、別紙５【記入方法及び留意事項】を参照すること。なお、工種は主任監
督員と整合を図る。
対象となる工種が数量精査により設計変更された場合（精算変更のため現場実測値がそ
のまま設計値となる。）は、例えば、ばらつきが規格値の５０％以内、又は８０％以内で、評
定対象項目の３項目以上が該当していても、評定はＣ評価とすること。
なお、その他□欄に○マークを記入し、その理由欄に「※数量精査による設計変更有り」と
必ず記入すること。
ただし、検査時に測定項目の不足、又は規格値を満足しないものなどが発覚した場合は、
この限りでない。

契約書第17条2項に基づき破
壊検査を実施した。
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Ⅰ出来形

その他（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

評価値

自社の管理基準を設定し管理している。

写真管理基準の管理項目を満足している。

【評価値計算】
※ばらつきの判断は、別紙５【記入方法及び
留意事項】を参照。
※数量精算により変更設計された場合は全
てＣ評価とする。

①出来形とは、設計図書に示された工事目
的物の形状寸法である。
②出来形管理とは、「土木工事施工管理基
準」の測定項目、測定基準及び規格値に基
づく形状寸法を確保する管理体系である。

文書で改善指示を行った。

対象評価項目数

評価数

評定

検-2

（別紙　4－2） 工事成績採点の考査項目の考査項目別運用表

【評価対象項目】

1

a

出来形管理が適切である

完成検査用

出来形管理図及び出来形管理表に創意工夫がある。

3出来形及
び出来ばえ

（検査員）

出来形管理がほぼ適切である 他の項目に該当しない

b c d e

出来形管理が不備である出来形管理がやや不備である

①当該「評価対象項目」のうち、評価対象外の項目は削除す。
②削除項目のある場合は削除後の評価項目数を母数として、比率(％)計
算の値で評価する。
③評価値(　％)＝(　)評価数／(　)対象評価項目数
④なお、削除後の評価対象項目数が2項目以下の場合はｃ評価とする。

・該当項目が90％以上　　：ａ
・該当項目が80～90％未満：ｂ
・該当項目が60～80％未満：ｃ


